
機 器 名

標準基礎 300

防振基礎 150

基礎及びアンカーボルトの適用例

ポ ン プ

Ｈ(ｍｍ)

送 風 機

空 気 調 和 機

ボイラー､温水発生機及び冷凍機

パッケージ形空気調和機

冷 却 塔

受水タンク及び高置タンク

蒸 気 を 除 く タ ン ク 類
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注　(ｲ)　◎印を適用してよい。

　　　　 なお、○印は1階以下及び中間階に適用してよい。

　　　　 △印は1階以下に適用してよい。

　　(ﾛ)  (2)の、定着筋の埋込み長さLは、定着筋径dの35倍以上とする。

　　(ﾊ)　接着系アンカーは◎印と○印に適用してもよい。

コンクリート基礎の高さとアンカーボルトの適用例

基 礎 施 工 要 領    （一）
（コンクリート基礎及びアンカーボルト）

（ａ） 基礎の高さと配筋要領

（ｂ） アンカーボルトの取付要領

(1)　コンクリート

　　 床に独立して

　　 設置する場合

(2)　床スラブとの

　　 間に定着筋を

　　 配筋する場合

(3)　床スラブと一体

　　 に配筋する場合
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同径以上とする。)
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